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２０２２年９月５日 
 

明治安田生命 「健康」に関するアンケート調査を実施 

コロナ禍の長期化で「コロナ慣れ」！？ 

コロナ禍のストレス発散、「外での飲み会」から「家飲み」へシフト！ 

猛暑で２０～３０代の女性の半数近くが「夏バテ」！ 

「健康投資」をしている人は増加、６０代以上の女性が最も積極的！ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、厚生労働省が毎年９月に実施

している「健康増進普及月間」（注１）にあわせ、「健康」に対する意識や取組みについて

アンケート調査を行ないましたのでご報告します。 

今回は、長期化するコロナ禍における心身の健康や、ストレスの発散、「健康投資」の

状況等を中心に調査を実施しています。 

（注１）概要については厚生労働省 ホームページ「令和４年度健康増進普及月間について」を参照 

    ＵＲＬ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_26291.html 

１．長期化するコロナ禍における健康について   …（Ｐ５）                    

（１）コロナ禍の長期化により「コロナ慣れ」か！？ 

・ ３人に２人（６５.８％）が今の自分を「非常に健康」「健康な方」だと感じる一方で、

約６割の人（５９.９％）が「将来の健康について不安がある」と回答。具体的

には、「運動不足」「体力の衰え」「ストレス過多」が上位 

・ 「新型コロナウイルス感染症に罹患することが不安」と回答した人は、昨年に比べ

５.２ｐｔ減少（昨年：２７.５％→今年：２２.３％）。ワクチン接種の進展や、

重症化率の低下といった要因に加え、コロナ禍の長期化による「コロナ慣れ」が影響か 

・ コロナ禍において健康意識が高まった人は、昨年に比べ増加（４０.１％→

４３.９％）。「運動・スポーツの実施」「十分な睡眠」「食事への気配り」等、基本的

な生活習慣を見直す人が増加 

（２）長引くコロナ禍で「お母さん」はストレス過多！？ 

・ コロナ禍で「ストレスを感じている」と回答した人は６４.０％。男女別では、

「ストレスを感じている」女性は６８.２％と、男性の５９.８％を大きく上回って

おり、長引くコロナ禍で女性がよりストレスを感じていることが判明 

・ なかでも「お母さん」（子どもがいる女性）は、７割以上（７１.８％）がストレス

を感じており、特に「外出が制限されるから」が「お母さん」にとって大きな

ストレス要因 

（３）ストレス発散、「外での飲み会」から自宅でゆっくり「家飲み」へシフト！ 

・ 「ストレス発散のためにしたいこと」のベスト３は、「ショッピング」（３０.２％）、

「運動」（２２.０％）、「自宅での飲酒」（２０.２％）が上位。男女別では、男性は

「運動」（２６.７％）、女性は「ショッピング」（３４.９％）がトップに。一方で、

行動制限があった昨年は上位だった「国内旅行」「外食」の順位が低下 
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・ 「外での飲み会」をしたいと回答する人が減少する一方で、男性を中心に「自宅で

の飲酒」（「家飲み」）が人気に。コロナ禍が長期化するなかで、「外での飲み会」

から「家飲み」へのシフトが進んでいることが伺える結果に 

 

 

 

 

 

（４）「体重が増えた」人は３年連続増加！長引くコロナ禍でのストレスが影響？ 

・ ４人に１人以上が１年前に比べて「体重が増えた」と回答。長引くコロナ禍で、

３年連続で「体重が増えた」と回答する人が増加（一昨年：２１.２％→昨年：

２５.０％→今年：２６.０％） 

・ 増加の原因は、「食べ過ぎているから」（６３.０％）、「運動不足だから」（６０.７％）

が上位。また、体重が増えた人の大半（７４.８％）がストレスを抱えていることも判明 

・ 男女別では、男性の２３.３％に対し、女性は２８.７％が「体重が増えた」と回答 

・ 特に３０代～４０代の女性は、３人に１人（３３.９％）が「体重が増えた」と回答。

男性よりも女性の方がよりストレスを感じており、それが食べ過ぎや運動不足を

引き起こし、体重増加につながっていることが伺える結果に 

（５）猛暑により２０～３０代の女性の半数近くが「夏バテ」！ 

・ 今年は各地で過去最多の猛暑日を記録するなど厳しい暑さに。この猛暑で「夏バテ」

（猛暑で「非常に体調が悪い」「体調が悪い」）を感じた人は３５.３％ 

・ 特に２０～３０代の女性にその傾向が顕著で、半数近く（４５.７％）の人が「夏バテ」

を感じたと回答 

２．「健康投資」（健康増進に向けた自己投資）について   …（Ｐ１２） 

（１）「健康投資」をしている人は増加！「手軽に」「ひとりで」できるものが人気！ 

・ 「健康投資」（健康増進に向けた自己投資）をしている人は、昨年に比べて増加

（５５.７％→５８.５％）しており、平均金額は年間５.０万円 

・ 具体的には、「サプリメント」「ウォーキング・ランニングのためのシューズ・ウエア」

「自宅で使うトレーニング器具」等、長引くコロナ禍において、「手軽に」「ひとりで」

できるものが上位 

（２）６０代以上の女性が「健康投資」に最も積極的！ 

・ 女性の「健康投資」の平均額は年間約５.５万円と、男性の同４.５万円に比べ１万円

高い結果に 

・ 年代別では、特に６０代以上の女性が７.７万円と、「健康投資」に最も積極的。

実際、６０代以上の女性の７１.０％が「非常に健康」「健康」と回答しており、

同年代の男性の６１.１％に比べて健康であると感じている人の割合が高い結果に 

以上 

 

・明治安田総合研究所 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一が「コロナ禍の

ストレスと景気への影響」について分析！ 

・明治安田厚生事業団 体力医学研究所 研究員 藤井悠也が「コロナ禍における 

健康とストレス」について解説！ 
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調査概要 
 

 

１． 調査対象 

２０代から７０代までの男女 ５，６４０人 

 

 

２． 調査エリア 

全国 

 

 

３． 調査期間 

２０２２年７月８日（金）～７月１９日（火） 

 

 

４． 調査方法 

インターネット調査 

 

 

５． 回答者の内訳 
     (単位：人) 

  ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 計 

全体 ９４０ ９４０ ９４０ ９４０ ９４０ ９４０ ５，６４０ 

男性 ４７０ ４７０ ４７０ ４７０ ４７０ ４７０ ２，８２０ 

女性 ４７０ ４７０ ４７０ ４７０ ４７０ ４７０ ２，８２０ 
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ものが人気！ 
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１．長期化するコロナ禍における健康について 

コロナ禍の長期化により「コロナ慣れ」か！？ 

「お母さん」はストレス過多！？ 

ストレス発散、「外での飲み会」から自宅でゆっくり「家飲み」へシフト！

「体重が増えた」人は３年連続増加！長引くコロナ禍でのストレスが影響？ 

猛暑により２０～３０代の女性の半数近くが「夏バテ」！ 

（１）コロナ禍の長期化により「コロナ慣れ」か！？ 

○ 現在の自分の健康状態について質問したところ、３人に２人（６５.８％）が「非常に

健康だと思う」「健康な方だと思う」と回答しました。その一方で、約６割（５９.９％）

の人が将来の健康について「不安がある」と回答しています。 

■あなたは普段から健康だと感じていますか 

 

 

 

 

 

 

 

○ 具体的に不安を感じていることは、「運動不足」（５５.６％）、「体力の衰え」（５０.４％）、

「ストレス過多」（３７.３％）が上位となりました。「新型コロナウイルスに罹患

すること」と回答した人は、昨年に比べ５.２ｐｔ減少（２７.５％→２２.３％）

しており、ワクチン接種が進んだことや、重症化率の低下といった要因に加え、

コロナ禍が長期化するなかで「コロナ慣れ」が進んでいることが推測されます。 

■健康に関して、何に不安を感じていますか（複数回答） 

（回答対象者：将来の健康について「不安がある」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0

7.1

57.8

59.9

22.5

21.9

9.0

8.3

2.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2022年 全体(n=5640)

2021年 全体(n=5640)

非常に健康だと思う 健康な方だと思う あまり健康ではないと思う 健康ではないと思う わからない

運動不足なこ

と

体力が衰えて

きたこと

ストレスが溜

まっていること

精神的に疲れ

ていること

持病があるこ

と

睡眠時間が

十分でないこ

と

生活習慣病

に罹患すること

が心配

体重が増えて

いること

新型コロナウイ

ルス感染症に

罹患すること

が心配

がんに罹患す

ることが心配

認知症に罹

患することが

心配

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

2022年 3380 55.6 50.4 37.3 33.1 31.8 31.4 29.0 26.4 22.3 21.1 19.1

2021年 3335 58.5 49.8 35.1 30.6 28.2 31.6 29.1 28.1 27.5 23.2 19.5

回答者数

（人）

55.6
50.4

37.3
33.1 31.8 31.4 29.0 26.4

22.3 21.1 19.1

11.3

58.5

49.8

35.1
30.6 28.2

31.6 29.1 28.1 27.5
23.2

19.5

0%

20%

40%

60%

80% 2022年 2022年(n=3380)

2021年 全体(n=3335)
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○ コロナ禍において「健康意識が高まった」と回答した人は、昨年に比べて増加

（４０.１％→４３.９％）しました。具体的に意識が高まったこととしては、「運動・

スポーツの実施」「十分な睡眠」「食事への気配り」等が昨年に比べて増加しており、

基本的な生活習慣を見直す人が増えている様子が伺えます。 

■新型コロナウイルスの感染拡大前と比べ、あなたの健康に対する意識は高まりましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■具体的にどのようなことに対する意識が高まりましたか（複数回答） 

（回答対象者：「健康意識が高まった」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）長引くコロナ禍で「お母さん」はストレス過多！？ 

○ コロナ禍において、「ストレスを感じている」と回答した人は６４.０％でした。男女別

では、「ストレスを感じている」と回答した女性は６８.２％と、男性の５９.８％を

８.４ｐｔ上回りました。 

○ なかでも、「お母さん」（お子さまをもつ女性。以下同じ）は、昨年に比べやや低下

したものの、引き続き７割以上が「ストレスを感じている」（昨年：７３.８％→今年：

７１.８％）と回答しました。ストレスの原因としては、５７.２％のお母さんが

「外出が制限されるから」と回答しており、長引くコロナ禍において引き続き多くの

43.9

40.1

54.5

58.3

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2022年 全体(n=5640)

2021年 全体(n=5640)

健康意識が高まった 健康意識は変わらない 健康意識が低くなった

コロナ対策

（マスク・手

洗い・消毒

等）を徹底す

るようになった

食事・栄養に

気を配るように

なった

ソーシャルディ

スタンスを意

識して生活を

するようになっ

た

睡眠を十分に

とるようになっ

た

運動・スポーツ

を行なうように

なった

ストレスをため

ないように心が

けるようになっ

た

お酒の量を減

らすようになっ

た

喫煙の量を減

らすようになっ

た（禁煙をは

じめた）

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

全体 2474 70.5 57.5 51.5 40.6 38.6 27.1 10.7 5.5

回答者数

（人）

70.5

57.5
51.5

40.6 38.6

27.1

10.7
5.5

74.0

54.9
59.3

36.3 34.0
27.5

9.4
4.6

0%

20%

40%

60%

80% 2022年 全体(n=2474)

2021年 全体(n=2263)
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お母さんが外出を我慢しており、それがストレスにつながっているものと考えられます。 

■ あなたはコロナ禍でストレスを感じていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ストレス発散、「外での飲み会」から自宅でゆっくり「家飲み」にシフト！ 

○ コロナ禍においてストレス発散のために何をしたいか質問したところ、「ショッピング」

（３０.２％）がトップ、次いで、２位「運動」（２２.０％）、３位「自宅での飲酒」

（２０.２％）、４位「国内旅行」（１４.３％）、５位「外食」（１３.０％）となりました。 

○ 男女別に見ると、全体でトップの「ショッピング」は女性（女性：３４.９％、男性：

２４.８％）が、２位の「運動」は男性（男性：２６.７％、女性：１７.８％）が、

特に行ないたいと考えていることがわかりました。 

○ 昨年上位だった「国内旅行」「外食」の順位は低下しており、すでに一定程度の人が

実施していることや今年の夏は行動制限がなかったことなどが影響しているものと

考えられます。 

○ また、外で「飲み会」をしたいと回答した人が昨年に比べ減少（１４.６％→３.２％）

する一方で、昨年は選択肢に入っていなかった「自宅での飲酒」（「家飲み」）が男性

を中心に人気となり、３位に入りました。コロナ禍が長期化するなかで、「外での

飲み会」から「家飲み」へのシフトが進んでいることが伺える結果となりました。 

 

 

 

感じている 感じていない

（%） （%）

2022年 全体(n=5640) 全体 5640 64.0 36.0

男性計(n=2820) 男性計 2820 59.8 40.2

　 うち「お父さん」 1232 64.2 35.8

女性計(n=2820) 女性計 2820 68.2 31.8

　 うち「お母さん」 1390 71.8 28.2

回答者数

（人）

64.0

65.3

36.0

34.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2022年 全体

(n=5640)

2021年 全体

(n=5640)

感じている 感じていない
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■ コロナ禍において、ストレス発散のために何をしたいですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一が 

「コロナ禍のストレスと景気への影響」について分析！ 

ショッピング 運動 自宅での飲酒 国内旅行 外食 スポーツ観戦 アウトドア コンサート・ラ

イブ鑑賞

遊園地やレ

ジャー施設

飲み会

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

全体 3609 30.2 22.0 20.2 14.3 13.0 8.1 6.5 6.2 4.0 3.2

男性計 1687 24.8 26.7 25.7 14.9 11.0 11.7 9.5 4.6 3.9 4.7

　 うち「お父さん」 791 22.4 27.9 30.0 15.8 10.4 12.4 11.1 3.4 4.7 4.9

女性計 1922 34.9 17.8 15.3 13.8 14.7 4.9 3.9 7.5 4.1 1.9

　 うち「お母さん」 998 33.1 18.3 15.1 13.1 14.7 5.1 4.2 6.7 3.2 1.4

回答者数

（人）

30.2

22.0 20.2
14.3 13.0

8.1 6.5 6.2 4.0 3.2 2.6

35.9

63.7

51.2

15.4 16.1

26.0 26.7

14.6

0%

20%

40%

60%

80% 2022年 全体(n=3609)

2021年 全体(n=3681)

■ 明治安田総合研究所 フェロー チーフエコノミスト 小玉 祐一 
 

 

 

コロナ禍で「ストレスを感じている」とした人が３人に２人と、

引き続き高い割合を占めていることが明らかになりました。 

男性より女性の割合が高いのは、「お母さん」の場合、外出

の機会が男性より制限されるためでしょう。また、人間関係が

職場に限られがちな「お父さん」に対し、「お母さん」はより

幅広い人的ネットワークを持っているケースが多く、それが、

「人に会う機会が減ったから」との回答が全体平均を大きく

上回る要因になっています。 

一方、「お母さん」が行ないたいストレス発散方法としては、

「ショッピング」が３割を超えてトップ、次いで「運動」、

「自宅での飲酒」、「外食」の順になりました。「ショッピング」

や「外食」は、コロナ禍で過去３年にわたり支出を抑制せざる

を得なかった分野です。女性を中心とした個人消費のペント

アップディマンド（鬱積需要、繰越需要）が、相当程度蓄積

されている可能性を示しています。 

この点、感染者数がピークアウトしつつあるのは経済にとって

も良いニュースです。今後、「お母さん」の「ストレス発散消費」

が日本経済の回復をけん引するというのが理想的です。しかし、

足元では急速な物価高が、家計への強い逆風になっています。

いずれは新たな変異株の登場も予想されます。個人消費の急回復

はなかなか難しいと考えざるを得ません。 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「体重が増えた」人は３年連続増加！長引くコロナ禍でのストレスが影響？ 

○ コロナ禍が長期化するなかで、４人に１人以上が昨年に比べて「体重が増えた」と

回答しました。長引くコロナ禍で、ストレスの増加等を要因に３年連続で「体重が

増えた」と回答する人が増加（一昨年：２１.２％、昨年：２５.０％、今年：２６.０％）

しました。 

○ 体重が増えた原因は、「食べ過ぎているから」（６３.０％）、「運動不足だから」（６０.７％）

が上位となりました。また、「体重が増えた」と回答した人の７４.８％が「コロナ禍

でストレスを感じている」と回答しました。 

○ 男女別では、男性の２３.３％に対し、女性は２８.７％が「体重が増えた」と回答 

○ 特に３０代～４０代の女性は、３人に１人（３３.９％）が「体重が増えた」と回答

しています。男性に比べて女性の方が外出の制限等によるストレスを感じており、

それが食べ過ぎや運動不足を引き起こし、体重増加につながっていることが伺える

結果となりました。 

 

藤井 悠也 研究員が「コロナ禍における健康とストレス」について解説！ 

■ 明治安田厚生事業団 体力医学研究所研究員 藤井 悠也 
 

 

 

新型コロナウイルスの流行により不安やストレスを抱える

人が増えてきています。今回の調査でも、健康に不安を感じて

いる人の割合が全体の６割にも達していました。また、コロナ禍

のようなネガティブな状況下では、男性よりも女性の方が悲観

的に物事を捉えやすいという研究結果もあり、今回の調査でも、

女性がよりストレスを感じる傾向にあることが分かりました。 

令和３年度に実施された厚生労働省の調査では、こうした

コロナ禍におけるストレスの解消法として、感染予防行動を

しっかり行なうことに加え、家族や友人との会話や、運動など

で身体を動かすことが効果的であると示されています。しかし、

働き世代ではテレワークの増加や余暇の過ごし方の変化により、

身体を動かす時間が減っています。当研究所のデータでも、

コロナ前の２０１９年に比べて２０２０年や２０２１年では

身体活動量が１日当たり平均して１０分ほど低下している

ことが明らかになりました。 

日々の暮らしをストレスなく過ごすためにも、感染予防には

これまでどおり十分に配慮したうえで、気晴らしに家族や友人

と散歩をするなどして、まずは今よりも１日１０分ほど多く

身体を動かすことを意識し、実践してみてはいかがでしょうか。 
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■ １年前と比べて、体重は増えましたか、減りましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 体重が増えた理由は何ですか（複数回答） 

（回答対象者：「体重が増えた」と回答した人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増えた 変わらない 減った

（%） （%） （%）

全体 5640 26.0 57.1 16.9

男性計 2820 23.3 58.3 18.4

女性計 2820 28.7 55.9 15.4

３０代 470 35.3 53.0 11.7

４０代 470 32.6 54.5 13.0

回答者数

（人）

26.0 57.1 16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=5640)

増えた 変わらない 減った

食べ過ぎてい

るから

運動不足だか

ら

ストレスが増え

たから

お酒を飲む機

会・量が増え

たから

ストレスが減っ

たから

（%） （%） （%） （%） （%）

全体 1467 63.0 60.7 28.5 13.6 0.7

男性計 657 60.7 62.3 26.8 19.3 0.8

女性計 810 64.8 59.5 29.9 8.9 0.6

回答者数

（人）

63.0 60.7

28.5

13.6

0.7

0%

20%

40%

60%

80%

全体(n=1467)

３０～４０代女性の３３.９％が 

「体重が増えた」と回答 
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（５）猛暑により２０～３０代の女性の半数近くが「夏バテ」！ 

○ 今年は各地で過去最多の猛暑日を記録するなど厳しい暑さとなりました。この猛暑に

より、３５.３％の人が「夏バテ」（暑さの影響で「非常に体調が悪い」「体調が悪い」）

を感じたと回答しました。 

○ 特に２０～３０代の女性にその傾向が顕著で、実に半数近く（４５.７％）が「非常に

体調が悪い」「体調が悪い」と回答しました。 

○ 暑さ対策としては、「こまめに水分補給をする」「クーラーを利用する」「人がいない

場所ではマスクを外す」が上位となりました。 

■ 今年の夏の暑さにより体調に変化を感じていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に体調が

悪いと感じる

体調が悪いと

感じる

特に変わりは

ない

体調が良いと

感じる

非常に体調が

良いと感じる

（%） （%） （%） （%） （%）

全体(n=5640) 全体 5640 5.4 29.9 62.3 1.7 0.7

男性計(n=2820) 男性計 2820 4.9 24.6 67.4 2.2 0.9

女性計(n=2820) 女性計 2820 6.0 35.1 57.1 1.2 0.6

２０代 470 7.9 37.2 52.8 1.1 1.1

３０代 470 8.1 38.3 50.6 1.7 1.3

回答者数

（人）

5.4 29.9 62.3
1.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=5640)

非常に体調が悪いと感じる 体調が悪いと感じる 特に変わりはない

体調が良いと感じる 非常に体調が良いと感じる

２０～３０代女性の４５.７％が、暑さの影響で 

「非常に体調が悪いと感じる」「体調が悪いと感じる」と回答 
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２．「健康投資」（健康増進に向けた自己投資）について 

「健康投資」をしている人は増加！「手軽に」「ひとりで」できるものが人気！ 

６０代以上の女性が「健康投資」に最も積極的！ 

（１）「健康投資」をしている人は増加！「手軽に」「ひとりで」できるものが人気！ 

○ 「健康投資」（健康増進に向けた自己投資）をしている人の割合は、昨年に比べて増加

（５５.７％→５８.５％）しており、「健康投資」の平均金額は年間５.０万円となり

ました。 

○ 具体的な投資内容は、「サプリメント」（２７.８％）、「ウォーキングやランニングの

ためのシューズ・ウエア」（２４.２％）、「自宅で使うトレーニング器具」（１３.５％）

等、長引くコロナ禍において「手軽に」「ひとりで」できるものが引き続き人気と

なりました。 

（２）６０代以上の女性が「健康投資」に最も積極的！ 

○ 女性の「健康投資」の平均額は年間約５.５万円と、男性の同４.５万円に比べ１万円

高い結果となりました。 

○ 年代別では、６０代以上の女性が７.７万円と、「健康投資」に最も積極的であること

がわかりました。実際に、６０代以上の女性の７１.０％が「非常に健康」「健康」と

回答しており、同年代の男性の６１.１％よりも高いことがわかりました。「健康投資」

の多寡が健康状態に影響を及ぼしていることが示唆される結果となりました。 

■ 健康増進のために、お金をかけているものは何ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サプリメント

（プロテインも

含む）

ウォーキング・

ランニングのた

めのシューズ・

ウエア（帽子

なども含む）

自宅で使う、

筋トレグッズ・

エクササイズ器

具

温泉・サウナ スポーツジム マッサージ・整

体

健康状態を

管理するウェア

ラブル端末

（スマート

ウォッチ型・リス

トバンド型・ク

リップ型など）

ダイエット食品 睡眠グッズ 体操（ヨガ・

エアロビクス）

教室

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

全体 5640 27.8 24.2 13.5 11.7 8.6 8.5 5.5 5.3 4.9 4.7

男性計 2820 26.7 30.6 14.9 13.3 8.8 6.9 6.8 5.0 5.2 2.7

女性計 2820 28.9 17.7 12.1 10.1 8.3 10.1 4.2 5.6 4.5 6.6

回答者数

（人）

27.8
24.2

13.5 11.7
8.6 8.5

5.5 5.3 4.9 4.7

28.7

21.7

12.4
10.1

7.1 7.7
4.4 5.0 4.4 4.7

0%

20%

40%

60%
2022年 全体(n=5640)

2021年 全体(n=5640)
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■ 「健康増進」にかけている費用は、１年間でいくらくらいですか 

（回答対象者：「健康増進」にお金をかけている人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

～１千円 ～３千円 ～５千円 ～１万円 ～３万円 ～５万円 ５万円超

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%）

全体 3297 5.6 5.7 9.5 19.0 23.6 11.5 25.2 50,380

男性計 1673 6.1 5.5 10.2 19.4 25.3 11.7 21.8 45,553

６０代 274 6.2 2.9 6.6 17.5 26.3 11.7 28.8 52,804

７０代 299 2.3 2.3 7.4 14.7 27.8 14.0 31.4 54,146

女性計 1624 5.0 5.8 8.8 18.5 21.7 11.3 28.8 55,352

６０代 291 3.4 3.4 4.1 15.8 22.3 8.9 41.9 72,116

７０代 310 1.6 1.6 2.9 12.6 23.2 11.0 47.1 81,865

回答者数

（人）
平均（円）

６０代以上の女性の 

平均額は７.７万円 


